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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　IgA腎症において，腎組織の糸球体硬化に至る過程

での1型，III型collagenの関与，さらに臨床経過での

予後におよぼす影響を検討した．

　対象および方法

　腎生検により’IgA腎症と診断された64症例を対象

とした．1型，m型collagenの染色性の違いにより対

象を3群に分類し，各群について，腎生検時の臨床病

理学的検討と予後について検討した．3群の分類は，

糸球体内に1型，III型collagenの染色を認めないも

の，HI型Collagenのみ染色されるもの，両者が染色さ

れるものとした．

　結果

　III型collagenのみが染色される症例では，尿蛋白の

増加および組織学的には高度な癒着を示したが腎機能

の低下は認めなかった．1型，III型collagenが共に染

色される症例では，腎組織は10％以上の糸球体硬化お

よび癒着，中等度以上のメサンギウム拡大および間質

病変が認められ，硬化病変へ至る過程が存在した．さ

らに1型，III型collagenが共に染色される症例では，

観察期間中（38．4±22．6ヵ月）有意なCcrの低下（p＜

0．05）がみられた．

　考察

　糸球体障害発症，進展に伴いIII型collagenが出現

し，さらに1型，III型collagenの出現が，硬化病変の

進行に関与することが明らかとなった．

　結論

　従来の病理学的検索にとどまらず，免疫学的に1型，

III型collagen染色性を検討することが硬化病変の進

展の予測に有用と考えられる．
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論　文　審　査　の　要　旨

　腎組織の硬化性病変と細胞外基質との関連について，基礎的な知見は集積されつつあるが，臨床例での研究

は未だ少ない．本研究では，IgA腎症の症例について，糸球体が硬化に至る過程での1型，．III型コラーゲンの

関与，それらが臨床経過と予後に及ぼす影響を検討し，①III型単独の染色例は尿蛋白量や組織変化が高度でも

腎機能は低下しにくい，②1とIII型の同時染色例は組織変化がより高度かつ進行性で腎機能が低下しやすい，

との結論を得た．コラーゲンの発現が糸球体障害の発症，進展に大きな係わりを持つこと，腎組織のコラーゲ

ン染色が予後の判断に有用であることを明らかにした点で，臨床上，学術上，価値ある論文である．
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